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避難拠点部の今年のスローガンは

お し ら せ

「助け合い、支え合い、力を合わせて頑張ろう！」

このスローガンを基に今年の活動を行っていきます。ご協力よろしくお願いいたします。

大北小には700名、一日分の備蓄がありますが、この地区の人口は、約15,000人です。

災害救助は最短でも３日後と言われています。日頃から各家庭で準備しておきましょう。

避難拠点への避難はあくまで最終手段です。

自宅で被災後の生活を送る事ができれば、精神的な負担を軽減でき、地域の防犯になります。

他にも、常備薬・ラジオなど必要にあわせて一カ所に置いておきましょう。

裏面あり→

自宅が無事で危険が迫っていなければ、避難所に来る必要はありません。

（３日分の食料＋水分）×（家族の人数）

10月６日（日）

今年の避難拠点防災訓練は　

です。

在宅避難のためにも備蓄品が必要です。

避難、受付訓練、応急救護などを体験していただきます。

皆様のご参加をお待ちしています。

練馬区では、震災時における避難拠点や、救護所、防災井戸などを記した

防災地図を作成しています。

区が各戸配布している「わたしの便利帳」にはさみこまれているほか、

区防災課窓口でもうけとることができます。

最寄りの避難拠点や防災井戸の場所を確認しておきましょう！

近くの避難拠点や防災井戸の場所をしっていますか？

★ 水の備え（３日分）
一日あたり一人３リットルが目安。

市販のペットボトルを人数分用意する。

（普段の倍買い置きしておき、半分使ったらまた補充するという方法で

備蓄をかねる。）

★ 食料の備え（３日分）
缶詰、レトルト、フリーズドライなど調理済みのものを用意する。

乳幼児の粉ミルク、離乳食、こどものおやつ等も用意。

★ 燃料の備え
卓上カセットコンロや固形燃料など

★ 停電時の備え
懐中電灯（一人に一個）、携帯電話の充電器、ラジオ

★ 携帯用トイレ

ほかにもアウトドア用の寝袋、防水布などは避難の際に役立ち、便利です！

日ごろから準備しておくもの


